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技術相談 

提供可能技術： 

・無機粉体およびその合成に関する技術 

・無機粉体の製造技術 

・電池材料の開発および評価に関する技術 

研究内容： エアロゾルプロセスの高度化および微粒子の微構造制御による高機能化 

本合成プロセスは、酸化物および金属の球状微粒子を連続プロセスで合成するプロセスである。連続プロセスである

ことおよび装置が簡素な構成であることから、製造装置のイニシャルコストならびにランニングコストが安価である。 

これまでに、電子材料、電池材料、生体材料、触媒材料、化成品等用の粒子合成に関する研究を行ってきており、本

合成プロセスによる粒子の特徴を活かした材料開発に取り組んできた。 

現在は、粒子径の制御および粒子の微構造の制御に関する研究に取り組んでいる。将来は、エネルギーおよび医療

等の分野における材料開発に発展させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【微粒子の合成例およびその用途例】                                                

  真球状粒子          多孔質粒子        中空粒子           ナノ粒子              板状粒子 

 

 

 

 

 

 

化成品、電池、電子材料  電池、吸着、触媒材料   断熱、電子材料         触媒                    化粧品 

 
図 2 合成した微粒子の SEM 画像 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

エアロゾル 粒子

化学反応

エアロゾルをマイクロリアクターとし、この場だけを均質に反応させる。

図1 エアロゾルプロセスの概略図

(1) 原料の選択範囲が広い
(2) 簡素で，且つ，連続プロセス

（混合，粉砕，分級操作を省略できる）
(3) 迅速な合成が可能(1分以内)
(4) 球状粒子の合成が容易
(5) 粒子の化学組成制御が容易
(6) 分散性のよい粒子が得られる

エアロゾルプロセスの特徴


